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評
時

か
る
げ
捧
を
何
に
歌

　

の
社
結
の
後
年
〇
二
一
「は
で
ム
ウ
ジ
ポ
ン
シ
念
記、
が
だ
き
続
の
回
前

持、
か
つ
持
で
ま
つ
い
は
体
媒
紙
や
形
の
社
結
の
在
現。
た
れ
ら
じ
論
も」
形

社
結
の
在
現
や
図
想
予
来
未
の
社
結
で
口
り
切
の
か
つ
幾
？
か
き
べ
る
せ
た　

を
崎
長
「、
を
姿
の
幾
由
木
佐
佐
人
歌
た
れ
わ
慕
ら
か
子
弟
の
く
多
で
宰
主

を
歌、
記
手
の
綱
信
う
い
と
た
け
続
を
究
研
で
い
思
の
士
兵
つ
立
に
線
前
の

に
と
こ
す
残
を
集
歌
を
命
余、
章
文
の
氏
子
和
見
鶴
た
き
生
を
年
晩
に
え
支

い
と」
譜
系
の
花
の
心
「に
世
後、
し
稿
投
に
誌
雑
じ
同
と
ら
彼。
る
い
て
れ
く　

歌
短
や
事
の
綱
信。
だ
ん
込
ぎ
担
に
院
病
を
彼、
れ
倒
が
父
叔
の
身
独
は
実

何
は
に
私
る
た
あ
に」
等
親
六
「ら
た
し
と
う
こ
書
を
類
書
人
証
保
や
き
続
手

　

が
者
若
の
く
多、
ば
れ
見
を
状
現
る
あ
で
著
顕
が
れ
離
社
結。
た
れ
さ
用
引
が

。
う
ろ
だ
の
る
ま
高
に
更
は
向
傾
の
こ、
来
未
う
ろ
あ
で
く　

と」
る
あ
が
説
う
い
と」
す
逃
を
期
婚
と
る
い
に
花
の
心
「「
に
メ
ジ
レ
は
私

会
評
批、
理
経、
筆
執、
歌
選、
正
校
集
編
の
誌
歌
や
会
歌
を
末
週、
際
実
が
だ

う
行
に
末
週、
と
る
え
加
を
間
時
歌
作
の
分
自
に
更、
き
ゆ
て
れ
入
と
定
予
の

逃
を
期
婚。
か
う
ろ
だ
の
る
あ
が
来
未
な
ん
ど
は
に
先
た
げ
捧
に
歌
短
を
末

。
だ
う
よ
い
多
も
合
場
る
な　

晩
が
歌。
た
き
て
見
を
き
輝
の
品
作
や
章
文
の
人
た
げ
捧
を
生
人
に
歌
や
社
結

て
し
そ、
の
た
な
あ
は
欒
団
の
と
族
家
も
で。
い
く
に
じ
論
は
し
悪
し
良
で
分
部

綱
頼
木
佐
佐


